
公益社団法人 日本看護協会御中

平素より厚生労働行政に御協力いただき、厚く御礼申し上げます。

オープンイノベーションの推進に多大な貢献をした成功事例に対してその功績を称え

る第7回日本オープンイノベーション大賞について、別添「第7回日本オープン

イノベーション大賞応募要項」に基づき、下記のとおり、公募により広く候補者を

募集することとなりましたので、御了知いただくとともに、貴下団体会員等に対する

周知方よろしくぉ取り計らい願います。

「第7回日本オープンイノベーション大賞」候補者の公募について

事

令和

(1)日本オープンイノベーション大賞について

イノベーションの創出を巡る国際的な競争が激化する中で、研究開発等の成果を迅

速に社会実装し、社会的二ーズの解決や新たな価値の創造につなげることが大きな課

題となっています。そのための方法として、組織の壁を越えて知識や技術、経営資源

を組み合わせ新しい取組を推進するオープンイノベーションが注目されています。

こうした状況を踏まえ、我が国のオープンイノベーションをさらに推進するために

平成30年度より、「日本オープンイノベーション大賞」をスタートさせ、今後の口ー

ルモデルとして期待される先導性や独創↑生の高い取組を称えることとしました。

厚生労働省医政局研究開発政策課

丕力

6年

連

6月

絡

21日

※オープンイノベーションとは

企業、大学、研究機関、行政機関など様々な主体が、自前主義でなく、外部との連

携により、研究開発能力、技術的知見、人的資源、資金等を組み合わせ、効率的・効

果的にイノベーションを創出する取組。

記

(2)表彰の対象

オープンイノベーションの取組で、模範となるようなもの、社会インパクトの大き

いもの、持続可能性のあるものを表彰します。
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(3)表彰の種類

政府各省の担当分野ごとに大臣表彰、長官表彰をするとともに、経済団体、学術団

体の会長賞の表彰をします。各賞の中で最も優れたものを内閣総理大臣賞として表彰

します。

内閣総理大臣賞、科学技術政策担当大臣賞、総務大臣賞、文部科学大臣賞、

厚生労働大臣賞、農林水産大臣賞、経済産業大臣賞、国士交通大臣賞、環境大臣賞、

スホーツ庁長官賞、日本経済団体連合会会長賞、日本学術会議会長賞

(4)応募方法

内閣府ウェブサイトより応募書類をダウンロードし、表彰事務局まで電子メールで

提出してください。

内閣府ウェブサイト

htt s://WWW8.cao.0.'/cst /o eninnovation/ rize/2024.htm

1是出先: joiP2024@tohmatsu. CO. jp

(5)募集期間

令和6年6月10日明)~令和6年8月5日明) 24時

(田表彰

表彰式は令和7年2月に開催を予定しています。

(フ)お問い合わせ先

表彰事務局:有限責任監査法人トーマツ

第7回日本オーフンイノベーション大賞事務局(担当:深津、屋敷)

電話番号:03-6213-1000



第7回 日本オープンイノベーション大賞

応募要項

JAPAN OPEN

INNOVATION PRIZE
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1.日本オープンイノベーション大賞の概要

近年、イノベーションの創出を巡る国際的な競争が激化する中で、研究開発等の成果を迅速に社会実装

し、社会的二ーズの解決や新たな価値の創造につなげることが大きな課題となっています。また、ニーズの

高度化・雑化や、さまざまな新技術の登場により、科学技術イノベーションの 1出プロセスが大きく変化

する中で、様々な主体が連携する必要性が出てきています。このような課題を解決するために、組織の壁

を越えて知識・技術・経営等のりソースを組み合わせ、新しい価値を生み出すオープンイノベーション※が注

目されております。こうした状況を踏まえ、裁が国のオープンイノベーションをさらに推進するために、平成

30年度より「日本オープンイノベーション大賞」を開始しました。

民間企業・大学・研究機関・自治体・行政機関等の幅広い連携を対象に、連携の工夫やその仕組みづく

り等に着目した選考を実施し、今後の口ールモデルとして期待される先導性や独 1性の高い取組を称える

ことで、我が国のオープンイノベーションの推進を図ります。

※オープンイノベーション:様々な主体が、外部連携により、技術、知見、人的資源、資金等を組み合わせ、イノベーションを創出する取組。

2.日本オープンイノベーション大賞の表彰について

(1)彰の対象

表彰は、以下に記載したような科学技術を基にしたオープンイノベーションの事例又は着想であっ

て、極めて顕著な又は、特に顕著な取組等が認められる個人又は団体を対象として行います。

連の工やみづくしに'し、てナ'又は

科学技術イノベーション幽に係る活動において、外部と連携する際の工夫や仕組みづくり等

において先性又は独 1性が認められるもの

もたらことがれのやのしに 又は

持続可能な開発目標(SDGS)をはじめ、現在から将来に渡り存在する、若しくほ、出現すること

が予想される二ーズや課題の解決等を通じて、社会や産業の在り方に革新を起こすことが期待さ

れる先導的又は独 1的なもの

ノベーション出に
、

又はのにの

その他、科学技術イノベーション 1出に係る活動の推進に多大な貢献若しくは他の模範となるこ

とが期待されるもの

【表彰対象とする取組の一伊n (注)これらは一例です。該当しない取組も対象になります。

・複数の企業等からなるイノベーション 1出コンソーシアム

・スタートアップ企業と大企業の連携による新しい取組

・知財を核としたオープンイノベーションの仕組み

・ユーザーコミュニティや市民が参画したオープンイノベーション

・産学官等が連携したイノベーションに携わる人材の育成や人材の流動化の取組

・大学の知の社会実装に向けて産学官等を繋ぐ人材,組織の取組等

※既に成果が出た取組だけでなく、成果を上げつつある進行中の取組についても対象となります。

(2)表彰の種類等

日本オープンイノベーション大賞では、政府各省庁の担当分野ごとに大臣表彰、長官表彰をすると

ともに、経済団体、学術団体の会長賞の表彰(計11件)をします。選考の中でも優れていると評価さ

れた応募内容を内閣総理大臣賞(1件)として表彰します。また、選考委員会にて顕著な取組が認めら

れる応募内容を特別賞(数件)として表,します。各賞の表彰は、表,状の授与をもって表,としま

す。受賞者は1件につき、原則個人又は団体5者までとします。当該の取組で中心的な役割を担う者

の中から応募者を選んでください。また、プロジェクト単位での応募も可能です。

隅"添1]



3.選方法等

応募.類を基に日本オープンイノベーション大賞選考委員会等での審査を経て、受賞者を選考します。

【公募~選考の流れ】

1:左§^

応募者は、応募類を募集締切までに電子メールで事務局へ提出

2:専門委員会

各賞に外部有識者で構成される専門委会にて審査し、受賞候補者を選考

3:日本オープンイノベーション大賞選考委 ^

外部有識者で構成される選考委員会にて、内閣総理大臣賞及び各賞の受賞者を選考

【審査項目と審査内容】

・連携の目的:社会的二ーズ等への貢献

社会的二ーズ、課題の解決等への貢献、将来の社会や産業の在り方に革新を起こす可能性等

・連携の内容:先性・独創性

イノベーションを創出するための連携の体制づくり、拠点の構築、プロジェクトの進捗や知財のマネジ

メント、参画機関・参画者のコミュニケーション等における先導性や独 1性等

・連携の効果:客観的な効果と持続可能性

連携の取組の効果が上がっているか、効果が上がる見込みがあるか、連携の実施において公的資

金に過度に依存していないか、持続的かつ自立的な連携か等

4.応募方法

(1)応募手順

1:内閣打守Web(hせ://WWW8.cao.0.'/cst /o eninnovation/ rize)より応^^をダウンロード。

2:応募類に必要事項を記入し、締切までに表彰事務局(後述)に電子メールで提出。

※郵便での受付は行っておりません。

,応募類のデータは1件につき、必ず5MB以下にしてください。

・応募類について、

「中心的役割を担う組織」は、応募内容で中心的役割を担う1者を選択してください。

「関連する分野」ほ、応募内容と親和性の高い技術分野を選択してください。朋幡幻

・応募量類に不備や規定外の記がある場合は、審査対象から除外する場合があります。

・応募期間終了後の類の差し替えは出来ません。応募する前に十分にご確認ください。

【応募締切】 HPにてご確認下さい。

(2)応募者に必要な資格等

・自薦他薦は問わない※いずれの場合も応募前に応募者全員からの承諾必須

・国籍は問わない

・応募者各者、当該の取組・プロジェクトで中心的な役割を担う者であること

・禁固刑以上の刑歴がないこと

・反社会的勢力又はそれに関わる者との関与がないこと

※科学技術政策担当大臣賞については、上記に加え、以下に該当する者を対象とする。

・原則40歳未満の者、又は以下に該当する者

① 2024年4月1日時点で博士号取得後15年以下。

②医学、歯学又は医を修する場合、博士課程修了後に、法律(医師法、歯科医師法又は獣医

師法)1こ定める臨床研修を修了した者については、2024年4月1日時点で博士号取得後17年以下。
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③博士号取得後から15年以内(②に該当する者は17年以内)に、出産・育児により研究に専念でき

ない期間があった者については、2024年4月1日時点で博士号取得後20年以下(②に該当する者の

場合は、博士号取得後22年以下)。

④博士号取得後から15年以内(②に該当する者は 17年以内)に介・等にて研究に専念できない期

間があった者については、①の条件に当該期間分(最大2年)を引き上げる。

※応募書類に博士号取得年月・大学を記入し、また、博士号取得が20的年3月以前の場合、その理由

を記述してください。③又は④に該当する場合は、母子手帳の写し、要介護認定の証明写し等を

追加で提出してください。必要に応じ確認します。

(3)その他

・表彰機関及び表彰事務局は、応募類に記載された個人情報その他の情報を応募者の許可なく

開示しません。個人情報の全部又は一部を第三者に処理等を委託する場合には、委託先の選定

に配慮するとともに、適正な管理を行うよう、必要な監督等に努めます。

・応募内容については、他の特許等を侵害していないこと、または係争中でないことが条件です。

・応募内容に関して、記載に虚偽が明らかになった場合には、応募は無効となります。

・応募類は表彰機関及び表,事務局で共有します。また必要に応じて、表彰機関及び表,事務局

から問い合わせや追加資料の提出依頼等を行うことがありますので、予めご了承ください。

・表,機関及び表,事務局からの連絡等に適切かつ確実にご対応頂きますようお願いします。適切

な応対がなされない合や連絡が取れない場合には、審査対象から除外する合があります。

・オープンイノベーションの推進に係る調査・アンケート等へのご協力を依頼することがあります。

5.賞者の発及ぴ彰式

(1)選結果の発表と連絡

選考の結果、いずれかの賞の受賞対象となっている応募(以降ノミネータ)について、令和6年12月

末頃を目途に公表します。各ノミネータがどの賞を受賞しているかは、表,式(後述)での表彰をもって

公表致します。選外となったものについての連絡は原則行いません。

ノミネータには事前に、ノミネートされている事および表,式の概要を通知し、ノミネータ公表用の資

料作成のご協力、表彰式でのショートピッチのご準備を依頼する予定です。

(2)彰式について

表,式は、令和7年2月頃に東京都内で開催し、各取組のショートピッチ(3分/件)およぴ、各賞の表

,状授与を予定しています。また表彰式の様子は、オンラインで全世界へ配信します。

(3)受賞後のご協力等

表,1こ関する広報・PR活動、追跡調査、各種イベント等へのご協力をお願いすることがあります。

(4)彰の取りjし

受賞者が表彰後に禁固刑以上の刑に処された場合は、受を取り消し、表彰状等を表彰機関に返

納していただきます。

6.その他

【応募方法・応募要・その他に関するお間い合わせ先】

第7回日本オープンイノベーション大賞事務局(担当:有限責任監査法人トーマッ深津、屋敷)

E-mail : joiP2024@ヒ0hmatsu.COJP TEL :03-6213-1000

※審査状況や公表前の選考結果に関するお問い合わせ等は、一切お答えできません。



彰の種類と対象

賞名

内閣総理大臣賞

科学技術政策担当大

臣賞

務大臣賞

対象

極めて顕著な取組等が認められる個人又は団体

文科学大臣賞

民間事業者、大学、研究機関等と連携し、社会変革を先導するための課題

に関する先端的研究を行い、将来の事業化まで取り組む若手研究者等であ

つて、特に顕著な取組等が認められる個人

情報通信技及び消防防災技術の振興の視点から、特に顕著な取組等が

認められる個人又は団体

科学技術・学術の振興の視点から、特に顕著な取組等が認められる個人又

は団体

医薬品・医療機器等関連産業の振興の視点から、特に顕著な取組等が認

められる個人又は団体

農林水産業及び関連産業の振興の視点から、特に顕著な取組等が認めら

れる個人又は団体

鉱工業の科学技術の振興の視点から、特に顕著な取組等が認められる個

人又は団体

国土交通分野における科学技術の振興の視点から、特に顕著な取組等が

認められる個人又は団体

地球環境保全、公害の防止、自然環境の保護及び整備その他の環境の保

全の視点から、特に顕著な取組等が認められる個人又は団体

スボーツ分野における科学技術・学術の振興の視点から、特に顕著な取組

等が認められる個人又は団体

産業界の視点から、特に顕著な取組等が認められる個人又は団体

厚生労大臣賞

農林水産大臣賞

経済産大臣

国土交通大臣

環境大臣賞

スポーツ庁長官賞

日本経済団体合会

会長賞

日本学会会賞

[別添1]

選委員会特別賞※日本オープニ,イノベーンヨン大筒讐考委員^こおいて、顕脅よ^カ^られ

る個人又ま団本

※大学の知の社会実装に向けて産学官等を繋ぐ人材・組織の取組への表彰

「地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ」、(令和4年2月1日総合科学技術・イノベーシ

ヨン会二)をふまえ、ロールモデルとなるような繋ぐ人材・組の表,・発信を行うために、日本オープ

ンイノベーション大賞の選考委員会特別賞には、大学教等の組織・所・分野を超えて産学官等

を繋ぐという視点から、科学技術・イノベーションの社会実装、社会貢献等において、特に顕著な取

組等が認められる個人または団体への表,も含まれます。

「地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ」

htt s: WWW8.cao.0.'/cst out ut/kenk udal k

学術の視点から、特に顕著な取組等が認められる個人又は団体



応募内容の分類

》材料力学

》

》熱工学

》洲本工学

募書

矧a・海羊

》楙1・・櫛告ブ#

》剛枷力学

》三力測・伽脚

ぴシステム》

・伽脚

^

》鱗^兄U^.ぴ

評西

における「取が

^・^

》樹本システム

》

》宇^朔

^

》^ンステム

》ヲ ンステム

連する分野」の分類表

^

》発額^

》^

》電子病凋

》^

》^

上

》上ユ拓首及て究^

道

》下ン拓首

》オG^

》資和f^ぴ生産

》旬勳諒及て月鴛寛

》六喪浩理

》力債管理

》^子^

^ヲ

[別添2]

》セラミックス及て際

樹1^.1

》有棚11学製.1

》燐扱て秀既島曲

》島ナ子軸1

》イ畔^碗賄

^

》士質及^

》^びコンクリ

ート

》司肺及て及妨三個

》河"、砂坊及て施

岸・海羊

》溶蛮及U空巷

^

》材業

》剰木士木

》材産
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日本
オープン

イノベーション

産学連携、大企業とべンチャー企業との連携、自治体と企業との連携など
組織の壁を越えて新しい取組に挑戦する「オープ'/イノベーション」の

模範的なプロジェクトを政府が表彰。
日本の未来を担うイノベーション創出の加速を目指します。

応募方法

下記ウェブサイトより応募書類をダウンロードし、
第7回日本オープンイノベーション大賞事務局
まで電子メールで提出してください。

ht如S://WWW8.cao.go.jp/'CS如/ODeninnovation/Drize

表彰の対象

オープンイノベーションの取組で
◆模範となるようなもの
◆社会インパクトの大きいもの

◆持続可能性のあるもの
を表彰します。

募集期間

表彰の種類 表彰式

◆内閣総理大臣賞

◆科学技術政策担当大臣賞
◆総務大臣賞

◆文部科学大臣賞

◆厚生労働大臣賞
◆農林水産大臣賞

◆経済産業大臣賞
◆国土交通大臣賞

回"回◆環境大臣賞

◆スボーツ庁長官賞 .

◆日本経済団体連合会会長賞
◆日本学術会議会長賞

■◆選考委員会特別賞

JAPAN OPEN

INN0>ATION PRIZE

大賞

内閣府

お問い合わせ先

第7回日本オープンイノベーション大賞事務局
(有限責任監査法人トーマツ深津、屋敷)

電話番号 03-6213-1000

メールアドレス:joiP2024@tohmatsu.CO.jD

(本事業は内閣府の「令和6年度イノベーションの推進
及びスタートアップ・エコシステムの構築にする調査」
として、有限責任監査法人トーマツが運営しています。)

令和6年6月10日(月)~8月5日(月)

令和7年2月開催予定

ウェブサイトはこちら


